
一般会計予算決算委員会での主な質疑

一 般 会 計
総額1,585億1,200万円

令和６年度予算額 令和５年度予算額 比較増減 増減率
879 億 6,000 万円 800 億 9,000 万円 78 億 7,000 万円 9.8％

令和６年度予算を可決しました!

令和６年度予算における
歳入歳出全体の特徴は。
令和５年度と比べ、歳入

については、景気回復に伴う
市民税の増やふるさと納税寄
附金の増などにより、自主財
源が約 27 億 6,000 万円の
増額となっている。また、歳
出については、消費的経費に
ついて、人件費が定年退職者
数の増や会計年度任用職員の
勤勉手当の支給開始などによ
り 11 億 3,305 万 8,000 円
の増額、物件費がふるさと納
税の返礼品に係る経費の増や、
社会保障・税番号制度システ
ム整備事業費の増などにより、
15億137万5,000 円の増額
となっている。投資的経費に
ついては、沼津駅周辺総合整
備事業の着実な進捗や、良好
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な都市環境の創出に向けた市
街地再開発事業への支援など
に係る増、激甚化・頻発化す
る風水害や巨大地震などに対
する防災対策に係る増、校舎
建て替えに係る増などにより、
45 億 7,301 万 4,000 円 増
額するものである。
�
ふるさと納税寄附金を大

幅に増額する理由は。
令和５年度はふるさと納

税推進室を設置し、組織強化
を図るとともに、返礼品の拡
充に努めたほか、寄附サイト
を増設したことなどにより寄
附額が増加したため、令和５
年度当初予算と比べ 20億円
増額するものである。
�
防犯まちづくり事業の取

問
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問

組は。
防犯灯設置費補助やパト

ロール活動の推進を引き続き
行うほか、令和 6 年度にお
いては、市民や事業者の協力
を得て、日常生活や事業活動
を実施しながら行う「ながら
見守り活動」の制度を拡充す
る。多くの市民・事業者が参
画することで、市内全域での
防犯まちづくりの意識と犯罪
抑止力の向上が図られるもの
と認識している。
�
ゼロカーボンシティ

NUMAZU2050 推進事業
における重点対策加速化事
業費補助の内容は。
ゼロカーボンシティ

NUMAZU2050 の実現のた
め、エネルギー消費量を 50

答
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％以上削減する事業所や、建
物の中で消費するエネルギー
を再生可能エネルギーで賄う
ことができるエネルギー収支
ゼロ住宅の新築に対する補助
などを実施するものである。
�
令和５年度と比べ沼津駅

周辺総合整備事業に係る予
算を増額する理由は。
令和５年度の新貨物ター

ミナル鉄道施設工事の着手に
加え、令和６年度は新車両基
地の工事に着手すること、ま
た、これら事業の進捗に伴い、
沼津駅周辺の土地区画整理事
業や鉄道と交差する道路の工
事などが大きく動き出すこと
から、令和５年度に比べ 18
億 7,968 万円増額するもの
である。
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　一般会計は、市民税などの市税を主な財源として、道路や学校の整備、
福祉やごみの処理などの事業を行うための会計です。

歳入総額
879億
6,000万円

歳出総額
879億
6,000万円

52.3％
47.7％

自依
主存

財

源

市税
343億円
（39.0％）

その他
116億7,034万円
（13.3％）

国庫・県支出金
227億5,476万円
（25.8％）

市債
89億8,160万円
（10.2％）

その他 
102億5,330万円（11.7％）

財

源

民生費
303億
890万円
（34.5％）

土木費
176億5,440万円
（20.1％）

総務費
104億6,578万円104億6,578万円
（11.9％）

教育費　
84億4,178万円84億4,178万円
（9.6％）

公債費
65億3,231万円65億3,231万円
（7.4％）

消防費
29億4,987万円
（3.4％）

その他 
27億2,487万円

（3.0％）

衛生費　
88億8,209万円88億8,209万円
（10.1％）

歳　入 歳　出
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